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【背景】Brugada症候群（BrS）は心臓突然死と関連し，ハイリスク症例には植込み型除細動器（ICD）が

推奨される．一方で，BrSの患者に，神経調節性失神（NMS），てんかんの合併も報告されており，

これらによる意識消失は良性とされる．ICD植込み後の意識消失イベント詳細はこれまで報告がな

い．【方法】ICD植込みを行った BrS患者 112人（男性：111人，平均年齢 47歳）を植込み時の症状

別に，無症候 35人・原因不明失神 46人（一次予防），心室細動（VF）既往 31人（二次予防）の 3群に

分け，追跡期間中の再発性失神とその要因について後ろ向きに分析した．【結果】平均追跡期間 12.2

年で，41人（37％）に植込み後の失神を生じた．失神の原因は，不整脈性失神 35人，非心原性意識

消失 7人（NMS 3人，てんかん 4人）であり，1人は初回発作と類似した不整脈性失神と初回発作と

は異なる非心原性意識消失（NMS）が overlapしていた．不整脈性失神は，無症候 5人，原因不明失

神 14人，VF既往 16人に認め，VF既往が最も強力なリスク因子だった．一方，初回発作と類似し

た非心原性意識消失は，原因不明失神で 6人に生じ，2人は NMS，4人はてんかんであった（図 1）1）．

最終的にてんかんと診断された患者は，ほとんどが，休息中や睡眠中に意識喪失を経験し，意識喪失

発作後の初診時の脳波検査では正常であった．【結論】今回の検討では，原因不明失神の 13％に，

ICD植込み後に非心原性意識消失を生じていた．詳細な病歴聴取による正確な失神の分類がリスク層

別化に重要であるが，失神の原因が特にてんかんである場合には，判別が困難な例も見られた．ICD

植込み後の反復する意識消失を認める場合，てんかんを鑑別診断として考慮し，さらなる神経学的評

価を行うことが重要と考えられた．
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図 1　ICD植込み時の症状に基づいた ICD植込み後の意識消失エピソード

カラー図閲覧

図 2　ICD植込み時に原因不明の失神があった患者群における，不整脈性失神 
および非不整脈性意識消失に関する生存曲線

非不整脈性意識消失の生存曲線は，不整脈性失神の曲線より緩やかな傾斜を示している．意
識消失の原因を確認するためには，長期的なフォローアップが必要であることが示唆される．
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